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民間の建築物（非住宅や集合住宅）における更なる木材利用を推進するため
には、全国に木造建築に取り組める設計者や施工者、木材コーディネーター（フ
ァブリケーター）を増やすことが重要となっています。

本事例集は、これまで木造建築に取り組んでいない設計者や施工者が木材を
どのように調達し、どのようなスケジュールで準備を進めればよいかがわかる資
料として、ウッド・チェンジ協議会のメンバーや地方自治体が関わった実物件の
事例を中心に取りまとめています。

本事例集が、民間の建築物の木造化を進める設計者や工務店、地方ゼネコン
の皆様の一助となれば幸いです。
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１ 実物件の連携事例
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木材調達のスキーム

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

 既成した⽊材供給体制を⽣かすことで、調達期間は短くできた。
 プレカットも、在来軸組プレカット機械で製作可能な平⾏弦トラス（通称︓⼤分ト
ラス）を採⽤することで、同規模の鉄⾻造が要する製作期間（1ヶ⽉弱）より短く
3週間弱で準備できた。

スケジュール

２年目１年目

医療法⼈博愛会 頴⽥病院 在宅医療センター（福岡県）

⽤ 途︓病院（医療事務所）
建築主︓医療法⼈博愛会
設計者︓㈲⼤野建築設計事務所
施⼯者︓神崎建設㈱
構 造︓⽊造（2階建）
竣⼯⽇︓令和5年10⽉
延床⾯積︓382.4m2

⽊材利⽤量︓76m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
（いずれも福岡県産材）

活⽤した補助︓無

施設の概要

外観はごく一般的な鉄骨造と大差はないが、内部は7mスパンを
105角の住宅用流通製材と在来軸組プレカットで製作した平行弦
トラス（大分トラス）で実現した。

 従前のように、⾮住宅⽊造の個別案件ごとに3者連携による協議会を組織して特注材を供給する体制は、県内の⽊材供給事業者にとって
通常の⽣産・流通品が住宅⽤流通製材であるため、経営的なリスクだと捉えられ、⽊造ビル普及へ思うように舵を切れなかった。

 上記の課題解決のため、住宅⽤流通製材を活⽤し、特注材・複雑なプレカットを多⽤しない中規模⽊造ビルの建築モデル「モク三ビルモ
デルプラン」を策定。県外の供給⼒に多くを依存せず、福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かすことが可能になった。

ポイント

製材

施工

• 医療従事者
のアメニ
ティ充実を
図るため、
癒しの環境
を求めたい

建築主の希望

建築主
（（医）博愛会）

設計者
（㈲大野建築設計事務所）

③業務依頼

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

策定参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター
（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ）

施工者
（神崎建設㈱）⑥工事発注

⑨競売

実施設計

同社プレカット
〈在来軸組系〉

プレ
カット

モク三ビルモデルの策定
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

福岡県
の森林

県
内
に
既
成
し
た

木
材
供
給
体
制

協力

②設計委託

同社製材

⑤設計支援

④供給調整

⑦木材発注

⑩プレカット納品

⑧工事監理

運営関与

16



17



木材調達のスキーム

 地域の⽊材供給体制と⼤⼿プレカットメーカーが併⽤しても混乱なく、従前モデル
と同様な調達期間に納めることができた。

 芯去材組⽴柱や⼤分トラスの⽣産・加⼯は地域の⽊材産業が、その他の軸組材等は
⼤⼿プレカットメーカーが、得意な分野を担当して、供給の円滑化を図った

スケジュール

２年目１年目

メモリードホール嘉⿇（福岡県）

⽤ 途︓集会場（葬祭場）
建築主︓㈱メモリード
設計者︓㈲⼤野建築設計事務所
施⼯者︓㈱瑞建⼯務店
構 造︓⽊造（平屋建）
竣⼯⽇︓令和7年10⽉
延床⾯積︓417.3m2

⽊材利⽤量︓78.7m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
活⽤した補助︓無

施設の概要

9mスパンの住宅用流通製材による平行弦トラス（大分トラス）を
40上以上の大径木からつくった240角の芯去材組立柱が支える。
近い将来３層積上げた延1,000m2のモク三ビル受注を目指す。

 福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かす「地域関与推進」の展望は⾒えてきたが、現⾏のモク三ビルモデルでは⾮住宅⽊造の潜在需要
（福岡県内の⽊造転換可能なS造（事務所・店舗・倉庫・作業所）︓年約1,000棟、延1,000m2/棟）に追従できないと分かってきた。

 本件は上記の建物規模ではないが、近い将来に要求される⽣産・施⼯の技術と⽊材供給を地域に根付かせる「地域実装」に取り組んだ。
 芯去材組⽴柱は、次期モデルの中核技術(別紙)に位置付けて導⼊した。⼤径⽊の積極的活⽤と3階建相当の荷重外⼒対応を同時に満たす。

ポイント

市場
調達

施工

• 地域に親しま
れ、故⼈を安
らいで⾒送る
ことができる
建築物を建て
たい

建築主の希望

実施設計

プレ
カット

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

建築主
（㈱メモリード）

設計者
（㈲大野建築設計事務所）

③業務依頼

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

改善に参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター
（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ）

施工者
（㈱瑞建工務店）⑥工事発注

⑨競売

モク三ビルモデルの市場対応化
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

協力

②設計委託

⑤設計支援

④供給調整
技術支援

⑦木材発注

⑪納品

⑧工事監理

運営関与

木材供給
（㈾藤木製材所）

大手プレ
カット

〈在来軸組系〉

（㈱ワイテック）

一般
流通材

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

同社プレカット

同社製材

⑧発注 ⑩県産材納品

⑧発注

⑩納品

大径
木 製材

プレ
カット

芯去材組立柱、大分トラス（福岡県産材）

その他軸組材等（一般流通材）

⑨購入
素材生産業者
（福岡県広域
森林組合） 福岡県

の森林

大径木
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モク三ビル R1モデル
延床面積 500m2、3階建

需要拡大へ
ブラッシュ
アップ

大分トラス
主に 105 角を用いる規格トラス

芯去材組立柱
大径木からの芯去材で生産する大断面材

モク三ビル 1500 モデル
延床面積 1,500m2、3階建

福岡の産業基盤の現状 (Seed) に合わ
せて、住宅用流通製材による非住宅
の木造建築物を実現させるために開
発したモデルプラン

福岡・九州の非住宅木造の潜在市場
内で想定される延 1,500m2 規模を九
州の生産基盤で実現し、市場の安定
シェア獲得を目指す。

根幹を成す既成の技術ストック

地域の問題点 他で開発済みの技術ストックを、地域で利用するスキルが備わっていない

地域実装 地域産業への「包摂的な育成」の実施

地域関与と安定シェア獲得を目指すモデルプラン・関連技術ストックの検討・マニュアル化等供給向の取組み：
同モデルを地域で素材調達から木材生産・加工、設計・施工まで一貫する育成プログラムの構築
相談窓口を通じた「地域関与が深まる意義」を PRし、木材利用促進の醸成を図る需要向の取組み：

パネルログ
住宅用材から外れた木材の再利用
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木材調達のスキーム

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

 福岡県産の製材JASであれば、地域の原⽊市場（福岡県森連浮⽻事業所等）から
県産原⽊を調達し、蒸気⾼周波複合式乾燥によりJAS機械等級区分構造⽤製材を⽣
産する供給体制は既に整っているため、このサプライチェーンを活かせば、福岡県
で想定される潜在需要の規模（延 約1,000m2/棟）の調達は、⼯期に影響を及ぼさ
ず、県産製材JASを供給できる。

スケジュール

２年目１年目

堤⽊材 ⽊造倉庫（福岡県）

⽤ 途︓倉庫（⽊製品保管）
建築主︓㈱堤⽊材
設計者︓㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ
施⼯者︓㈱堤⽊材
構 造︓⽊造（平屋建）
竣⼯⽇︓令和8年1⽉
延床⾯積︓231.49m2

⽊材利⽤量︓39.1m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
活⽤した補助︓JAS構造材実証⽀援事業

施設の概要

9mスパンを105角の住宅用流通製材と在来軸組プレカットで製作
した平行弦トラス（大分トラス）で実現する。またモク三ビルの
構造躯体をイメージするショールームにもなる。

 福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かす「地域関与推進」の展望は⾒えてきたが、⾮住宅⽊造の案件では依然複雑な3Dプレカットや
県外しか⽣産できない⼤断⾯集成材が要求されるため、県内の製材JASは利⽤が少なくてJAS格付量も微増にとどまっている。

 本件は規模こそ⼩さいが、県産製材JASの⽊材供給体制をフル活⽤するショールームとして建設し、意欲的な設計者、施⼯者、林業・⽊
材産業関係者へ周知して共に販促する仲間を増やし、地域の事業者で⾮住宅⽊造の潜在需要からシェア獲得を⽬論んでいる。

ポイント

市
場

調
達

施工

• 県外に持ち出
される製材
JASの需要を
福岡県内の製
材JAS供給体
制でカバーで
きるようにな
りたい。

建築主の希望

実施設計

プレ
カット

設計者

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

改善に参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター

⑨競売

モク三ビルモデルの市場対応化
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

協力

②設計委託

④供給調整
技術支援

⑪納品

⑧工事監理

運営関与

同社プレカット

同社
製材JAS
認証工場

⑩県産JAS納品

福岡県
の森林（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ：兼務）

（㈱堤木材：兼務）

建築主

施工者

確認申請審査

2ヶ月弱、構造計算あり

製
材
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